
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

早春の候、梅のつぼみが春を知らせる季節となりました。 

もうすぐ白やピンクの気品ある清楚な花を見せてくれることと思います。 

さて、先生方にはいつもあくせすをご利用いただき、ありがとうございます。 

引き続き一層のご利用・ご紹介のほど、よろしくお願い申し上げます。 

第 248 号 

2023年 2月 14日 

発 行 者   

呉市医師会病院  

地域医療福祉連携室 

あ く せ す  

 
ｎｅｗｓ 

に認定されました! 

演題  『高齢者における大腸癌スクリーニングの現状と課題』 

保育所  ひだまり 

節分行事『豆まき』を楽しみました！ 

講師  岡 志郎 先生 （広島大学大学院 医系科学研究科 消化器内科学 教授） 

日時   2023年 3月 28日（火）19：00～  

場所   呉市医師会館 ５階講堂 

関係医師 

懇談会 

のご案内  

多くの先生方のご参加を 
お待ちしております。 

内視鏡手術システム  を更新しました！ 

保育所 

ひだまり 

の 

節分行事 

10年前にストライカー社製の内視鏡手術システムを導入し、当時は 

フルハイビジョン（２K）の高画質に驚かされました。しかしそのシス 

テムを維持することが難しくなり、この度令和 5年 1月に同じくスト 

ライカー社製の内視鏡手術システム 1688AIM（Advanced Imaging  

Modalities：高度化像診断技術）4K カメラシステムを導入しました。 

4K となることで当然２K より高解像度な視野で手術を行うことがで 

きます。しかし近年ますます低侵襲手術が広がっており、高精細な画質 

だけでは不十分となってきています。 

1688AIM4K カメラシステムは４K という高解像度であるだけでなく、ICG（イ

ンドシアニングリーン）を用いた蛍光イメージングによってフルカラー画像のまま血

流をリアルタイムに描出することが可能です。これにより手術時の血管の確認や吻合

前の腸管の血流を確認することが可能となり、血管損傷や縫合不全のリスクを下げる

ことができます。一つ難点をあげるとすれば、４K の画質のまま記録することが困難

であることです。 

今回のシステムは呉地区で初めての導入となります。大腸癌の手術

は広島大学病院とも協力しつつ行っており、今後も患者さんにより安

全な手術を提供していきたいと思いますので、鼠径ヘルニアや直腸脱

などの機能性疾患含めてご紹介をよろしくお願い致します。 

外科・大腸肛門外科 主任部長  藤森 正彦 
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平均入院患者数  平均病床利用率  平均在院日数 ※  紹介外来患者数  医療相談患者数  

105.3 人  53 .1％  22 .3 日  72 人  74 件  

 呉市医師会病院 地域医療福祉連携室 あくせす     http:/www.kure.hiroshima.med.or.jp/hp/ 

電 話 （０８２３）３２－７５７６（直通） 院 長  中 塚    ＭＳＷ 森 下   ＭＳＷ  菅 原   ＭＳＷ  巻 幡          

ＦＡＸ （０８２３）３２－７５０７     室 長 中 間   事 務   中 野   事 務  向 井   事 務  井 上   事 務 岩 畔 

 

★1 月 1 日～1 月 31 日★ 

★ 

 

日★ 

♦関係医師懇談会 報告（1月 31日）♦ 

『大腸肛門病センターの近況報告  

その２』 

』 中塚 博文 先生 （呉市医師会病院 院長） 

※届出日数（地域包括ケア病棟、障害者病棟等を除く） 

  2014 年に大腸肛門病センターを開設して   

から 8 年目になりました。今回は 2018 年以  

降の学会開催や検査・手術件数、また排便ケ  

アチームの活動等について報告しました。     

  2019 年に開設 5 周年記念講演会「おなか  

とおしりの健康を守る会」を開催しました。    

190 名の参加があり、講演やリズム体操、ま  

た相談コーナーを設け、市民との交流を図りま

した。                   

 2021 年 6 月に第 34 回中国四国ストーマ  

リハビリテーション研究会を呉市で開催し「地

域でつなぐ、支えるオストメイトの未来」をテ

ーマに活発な会となりました。        

11 月には第 76 回日本大腸肛門病学会が広島 

市で広大病院内視鏡診療科の田中信治教授の主

催により開催されました。当院が肛門科領域の

運営に加わることになり、大腸肛門病センター

をアピールすることができました（表 1.2）。 

 内視鏡検査・治療件数と直腸肛門良性疾患の

手術数（表 3）は順調に推移しており、特に直

腸脱の内視鏡下手術数が増えています。    

 近年は特に排便障害の治療や予防に力を注い

でいます。藤森副センター長と岡野 WOC ナー

スを中心に排便ケアチームが出前講座や学校訪

問など積極的な活動を続けてくれています。ま

た、院内で最近話題の腸内細菌叢（腸内フロー

ラ）検査を取り入れており（表 4）、排便で悩

まれている方々へのきめの細かい対応ができる

ようになりました。             

 会員の先生方で排便の悩みを  

抱えている方がおられましたら  

是非ご紹介をよろしくお願い    

いたします。           

【表 1】 

【表 2】 

【表 3】 

【表 4】 


